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ス メ ー ル 山 、 観 世 音 菩薩 (観音 様 ) 
の 彫像 或いは テ ワ ロー ク 庭 園 と 
いっ た 新しい 芸術 を 取り 入れ た 作品 
は 全て タイ 社会 の 人 々 の 宗教 に 
対す る 考え や や 信仰 を 反映 し て いる 。 
ムアン ボー ラー ン は 以上 の よう に 
詞 タイ 国 に いる 人 々 の 昔 か ら 現 在 に 
中 | 下り 、 そ し て 未来 の 生活 の 全体 図 
(る の で る え ご 生 一 ' 度 は 
s = ムアン ボー ラー ン の 見 物 を 見 逃さ 
| な いで 欲しい 。 
ムアン ボー ラー ン は スク ム ワ ウイ ィ ッ ト 
旧 通 リ 沿 い に あ り 、 バ ンコ ク か ら 
3 3 キロ メー トル 、 バ ー ン プー、 
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サム ッ ト プ ラ カ ー ン と いう 所 に ある 。 敷地 面積 は 1 2 8 万 

で 平方 メー トル で 、 タ イ 国 土 図 に 似 た 形 を し て いる 。 こ こ で 
1 0 9 カ所 に お よぶ 素晴らし い 所 を ご 自分 で 歩い て ご 見 物 
な さる の も 出来 る が 、 園 内 を ご 案内 する サー ビス を 利用 し て 
団体 で ご 見 物 さ れる こと も で きる 。 





ム ア ツン ボ ー フ ラー ン 観 光 は 一 日 が 最も 
素晴らし い 時 間 だ と 感じ させ て くれ る 。 
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ムアン ボー ラー ン ・ サ ムッ ト プ ラ カー ン へ の 道 

1. 自動 車 

高速 道路 を 利用 し 、 終 点 サ ムロ ー ン ・ サ ムッ ト プ ラ カー ン で 
降り 、 分 岐 点 を 左折 し て スク ムウ ィ ッ ト 旧 通り に 入る 。 
パー ジグ ー 考 面 べ 約 33 半 : 当 メー トル 行く と 、 
ムアン ボー ラー ン は 左側 に ある 。 

2. 公共 交通 機関 

エア コン 付き の 1 1 番 バ ス (ピン カオ ンー パー ク ナ ム ) に 
乗っ て 、 終 点 で 降り る 。 そ れ か ら 、 ム アン ボー ラー ン 入 り リロ 
の 前 を 通る 3 6 番 の 小型 バス に 乗り 継ぐ 。 

毎日 午前 八 時 午後 五 時 開園 

お 問い 合わ せ は 

ムアン ボー ラー ン ・ サ ムッ ト プ ラ カー ン 

スク ムウ ィ ッ ト 旧 通り 3 3 キロ メー トル 目 、 バ ー ン プー 
電話 ファク ス : 323-9233 

バン コク 事務 所 

78/1 民主 記念 塔 の 角 、 

シャ ダメ が ナー ンタ ラー シ 通 り 、 バ パン コク 10200 
電話 :224-.1057、226-1936 
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まめ 情報 

敷地 面積 : 1 228 万 平方 メー トル 
形態 : タイ 国土 図 に 似 て いる 。 
工事 開始 年 : 西暦 1963 年 

所 有人 遺跡 数 : 1 0 9 カ所 (お よび 増築 中 ) 
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タイ 文化 的 適 産 の 太 続 


スク ム ワ ウィット 旧 通り 3 3 キロ メー トル 目 、 バ ー ン プー 
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ん 訂 語 ドー タデ テン 
タイ 文化 的 適 産 の 祖 続 





識 ア ン ボ ー ラ ー ン は タイ 国 の 各地 に 
ある 従来 か ら の 伝統 的 な 文化 を 
実際 の 形 お よび 美しい 風景 で 
反映 し て いる 。 





様々 な 形 の 象徴 的 な 建築 物 と 美術 の 調合 お よび 構造 物 と 自然 環境 
の 調和 の と れ た 配置 は ここ を 訪れ た 人 々 に タイ 民族 の 昔 か ら 
現在 に 至る 歴史 、 文 化 、 宗 教 、 美 術 お よび 生活 習慣 を 理解 し 、 
認知 する 雰囲気 へ と 導く 。 














庫 ムアン ボー ラー ン は 
| タイ の 人 々 に タイ 民族 
請 議 と し て の 根元 を 思い 
出さ せる 所 で ある 。 
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先祖 代々 か ら 蓄 積 し 、 受 け 継 





い だ 文 化 的 
遺産 に 誇り を 持ち 次 の 世代 に 渡し て ゆく 。 
一 方 、 異 国 異 文化 の 人 々 は ここ で タイ 民族 
らし い 生 活 習 慣 に 触れ る こと が で きる 。 

ムアン ボー ラー ン は まる で 歴史 的 記録 で 、 人 々 に 学ん で も ら う 
た め に 開か れ て いる 。 そ し て 、 ま る て 開い た 扉 の よう に タイ の 
鮮明 な る 知恵 や 知識 を 見 せ て くれ る も の で ある 。 ここ で ご 見 物 
で きる の は 主 な 宮殿 、 寺 院 、 ス トウ ー パ 、 如 き 塔 、 石 宮 、 
様々 な 形 の タイ 式 の 家 、 お よび 歴史 的 に 重要 な 場所 と 社会 で 
ある 。 場 所 に よっ て 、 ム アン ボー ラー ン が 管理 保存 する 建物 も 
ある が 、 あ る 建物 は 本 物 の 形 を 写し て 新しく 造ら れ た も の 
で あり 、 そ の 回 り の 環境 や 国 の 各地 域 の 
住民 も 本 物 と 同じ よう に 整備 され て いる 。 
更に 、 そ の 環境 の 文化 に 合わ せ た 歴 史 的 
象徴 の 建造 は 幸 の タイ 社会 に だ お ける 
考え 方 や 文化 を うま く 反 映し て くれ る 。 








